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平成 30年度岸本国際交流奨学金による海外活動実施報告書 

医学部医学科 3 年  
氏名 U. Y

以下では、表紙に記載した「３．今回の海外活動により得られた成果・感想等」につい
て報告します。 

１．スケジュール 

 詳細な活動内容については第 3項「活動内容」で記述します。 

2018 年 8 月 13 日 関 国際空港発、マレーシア クアラルンプール国際空港着 
8 月 14 日 自由時間（翌日のクイズ大会の対策のための勉強、および大会の雰囲気に慣れ
るためのクアラルンプール散策） 
8 月 15 日 国際生理学クイズ大会１日目 
8 月 16 日 国際生理学クイズ大会２日目 

 引き続きマレーシアに滞在し、続けて交換留学のプログラムに参加しました。 

２．目的 

 国際生理学クイズ大会への準備・参加を通して生理学の能力を高めること。また、この大
会に参加している世界各国の医学生と交流すること。 

３．活動内容 

 私は 2018 年 5月 19 日、20 日に鳥取大学で開かれた、第 3回医学生生理学クイズ大会日
本大会に参加し、私と余田、Watsapol、余田、ルイからなるチームで 7位という成績を獲得
いたしました。ここで 嶋を加え、2018 年 8 月 15 日、16 日にマレーシアのマラヤ大学で
開かれた国際生理学クイズ大会に参加して参りました。 



 大会のパンフレットです。 

 会場のマラヤ大学で撮影しました。 
 左より、大会の主催者であるCheng 教授、そして私、余田、Watsapol、ルイ、 嶋です。



４．成果 

 大会の結果としては、予選敗退ということになってしまいました。日本から参加した大阪
大学、大阪医科大学、島根大学の 3大学とも予選敗退という結果になり、世界の壁は厚いと
感じました。 
 ただ大会ではクイズがあっただけではなく、Cultural Night という医学生どうしが交流で
きるイベントがあり、ここでは世界各地の医学生がパフォーマンスを行っていて、世界の文
化の多様性を感じることができました。 

 ルーマニアのUniversity of Medicine and Pharmacy of Targu Mures という大学の医学生
による、フォークダンスです。 

５．抱負 

 まず私はこの大会への準備・参加を通して生理学の能力を高めることができました。引き
続き生理学および医学全般の勉強に励み、すぐれた医者または医学研究者になることをあ
らためて決意いたしました。 
 また私は先輩に触発されて生理学クイズの日本大会、世界大会に参加いたしました。ここ
で次に私は後輩の生理学クイズ大会の参加を後押しし、そしてその準備も手伝っていこう
と思いました。 



平成３０年度岸本国際奨学金による海外活動実施報告書 
医学部医学科３年  

氏名 N. Y 

１．スケジュール 
２０１８年８月１３日 関 国際空港発、クアラルンプール国際空港着
８月１５日  16th Inter-Medical School Physiology Quiz (IMSPQ)予選、Culture Night 
８月１７日  クアラルンプール国際空港発、関 国際空港着

２、目的 
  国際的なクイズ大会のなかでも歴史があり、かつ規模が大きい IMSPQに参加すること
で、生理学をはじめとする医学的知識を身に着けるとともに、様々な文化的背景をもっ
た学生たちと交流を図る。 

３、活動内容 
 ・IMSPQ予選 
   まず、大会のシステムを軽く説明する。大会初日の予選には１００チームが参加し、

上位４８チームが決勝トーナメントに進出できる。試験問題は全て正誤問題であり、
計１００問を７５分で解答する。正解１点、不正解 １点、無回答０点という採点 
式をとっているため、より確実な知識が要求される。また、問題文は全て英語で書か
れているため、基本的な医学英語は頭に入れておく必要がある。 
実際に問いてみた印象は、問題は生理学を中心とする基礎医学からまんべんなく出
題され、単純な知識問題はほとんど見られなかったように思えた。また、問題は単一
の器官系だけで完結していることはあまりなく、例えば神経系と消化器系、さらには
筋骨格系の知識を組み合わせなければ解けないような問題も多く、想像以上に苦戦
する結果となった。 

 ・Culture Night 
   午前中に予選が終了し、夕方からはCulture Night が行われた。ここでは各国の医学

生が有志で伝統芸能を披露していた。中国のカンフー、モンゴルの舞踊、ルーマニア
の社交ダンスなど、どれもが印象的で目新しかった。また、タイの医学生が突然日本
のアイドルグループの音楽を激しく踊りはじめたのには思わず笑ってしまった。 
一連の催し物の後、予選の結果が発表された。大阪大学は残念ながら決勝トーナメン
トに進出することができなかった。 

４、成果と今後の抱負 
 今回の予選敗退という結果を踏まえて痛感したのは、自分はまだ基礎医学の体系的な



理解には至っていないということ、そして世界には自分たちよりも優秀な学生が大勢
いるということである。今までは大学の試験で高得点を取ることで十分理解した気に
なっていたが、その考えを改めさせられた。今後は大学の試験を丁寧にこなしつつ、清
書を読むなどして知識の上塗りを重ねていきたい。 
また勉強の他に学んだのは、日本の常識が海外でも適用されるとは限らない、というこ
とである。渡航初日にクアラルンプール国際空港からホテルへと向かう際、タクシーの
運転手からぼったくりの被害にあった。個人タクシーではなくれっきとしたタクシー
会社であるにも関わらずである。このような日常のことはもちろん、海外で臨床や研究
するにあたっても日本の常識を当たり前だとみなさずに、十分な理解をもって対処す
るべきであると実感した。 
最後になりますが今回このような貴重な体験をさせていただいたのは、奨学金をくだ
さった岸本忠三先生、生理学についてアドバイスしてくださった岡村康司先生、推薦状
を書いてくださった和佐勝史先生をはじめ、多くの方々の御陰です。この場を借りて感
謝申し上げます。 



平成３０年度岸本国際交流奨学金による海外活動実施報告書

医学部医学科 ３回生 

氏名 Y. T

スケジュール

8月 13日 
関西国際空港発、クアラルンプール国際空港着

8月 14日 
Malaya University付近散策
翌日に向けた試験勉強

8月 15日 
第 16回国際生理学クイズ大会(16th Inter Medical School Physiology Quiz)参加
(Malaya University) 

8月 16日 
Malaysia観光

8月 17日
クアラルンプール国際空港発、関西国際空港着



１．目的

 ・国際生理学クイズ大会を通して、生理学(および生化学・形態学・病理学・薬理学)を勉強
する

 ・国際生理学クイズ大会を通して、世界の医学生と積極的な交流をする

 ・国際生理学クイズ大会およびマレーシア滞在を通して、自身の英語の能力を高め  

  る

２．内容

・第 16回国際生理学クイズ大会(16th Inter Medical School Physiology Quiz) 

 今回我々が参加させていただ

いた大会は、第 16回国際生理学
クイズ大会(16th Inter Medical 
School Physiology Quiz：以下
16th IMSPQ)である。もともと、
生理学の授業の際に、統合生理

学教室の岡村康司教授や 5年次
学生の辻井さん(昨年度 15th 
IMSPQ参加者)からの紹介があり、
興味深く感じ友人とともに参加し

た。2018年 5月 19日 20日に鳥
取大学にて行われた医学生生理学

クイズ日本大会 2018に出場した
ものの、その日本大会では様々な分野から広くまた複合的に出題され、ときに臨床的な問題も含

まれていたことから、7位という結果に終わった。ここで見つけた課題を克服するために、生理
学をはじめとして生化学・形態学・病理学・薬理学の勉強をしていった。また、16th IMSPQ
はその名の通り国際大会であるため英語で行われる。各分野の専門用語を英語でも覚え、そ

の語彙および生理学の内容の定着のために、ガイトン生理学の英語版やその問題集にも取り

組んだ。16th IMSPQは、Written Test, First Round, Quarter-finals, Semi-finals, Finals か
ら成っており、マークシートや筆記試験の形式で試験が行われる。世界各国から集まった 102
チームが予選であるWritten Test を受け、上位 48チームがその後の本選の First Round 以
降に進むことになる。16th IMSPQ初日の 8月 15日は、Written Testが行われた。Written 
Test は、全 100問の True or False の問題であり、1問正解につき 1点、不正解の場合はマ
イナス 1点となり、チームの平均得点が計算される。その結果により本選進出チームが決定
され、8月 15日夜の Quiz Cultural Concert のときに発表され、翌 8月 16日の本選に進む。
Quiz Cultural Concert は、予選の結果発表だけではなく、様々なチームがダンスや歌など
のパフォーマンスを行い、参加者同士の交流会の意味もあった。私たちのチームは、努力し

たものの力及ばず、本選に進むことはできなかった。



 ・Malaysia観光
 私たちのチームは 16th IMSPQの本選(大会 2日目 8月 16日)に進むことが出来なかった
ことにより、この日はMalaysiaの観光をすることとなった。

３．成果および今後の抱負

 今回の 16th IMSPQに向けて様々な勉強を行ってきたが、残念ながら本選に進むことが出
来なかった。しかし、その勉強を通じて生理学(および生化学・形態学・病理学・薬理学)の復
習ができ、非常に良い機会となったと思う。3回生後期や 4回生以降において、これらの学
習事項を基礎として更なる医学の勉強を進めていきたい。また、マレーシア滞在中には英語

で会話することになったが、自分の英語がどれだけ通じるかが分かるとともに、逆に英語の

能力の不足を感じた局面もあり、自身の英語力の限界を体験することができた。今後も引き

続き英語をさらに勉強していこうと思う。

４．謝辞

 今回の 16th IMSPQ参加にあたって、本プログラムに理解を示し採択してくださった岸本
国際交流奨学基金、本基金に多大な貢献をしてくださっている岸本忠三先生、並びに医学科

教育センターの和佐勝史先生、統合生理学教室・岡村康司先生、University of Malaya・Prof. 
Dr. Cheng Hwee Ming、その他お世話になったすべての先生方に感謝申し上げます。ありが
とうございました。
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